
須磨ヶ広遺跡

石器の図は実寸

明星駅

丘陵地に点在する旧石器時代の遺跡
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〈旧石器時代の遺跡の様相〉
　旧石器時代の遺跡の分布を見ると南部に広がる丘陵地や台地上に多く集中していることがわかり
ます。旧石器時代の遺跡は縄文時代以降のような、人が住み続けて生活を営むような場所というよ
り、狩りなどを行う為に設けたキャンプ地のような場所だったと考えられています。
　そのため、旧石器時代の遺跡は縄文時代以降の遺跡のような建物跡などの痕跡は確認されておら
ず、石器の散布や焚き火などの痕跡がわずかに認められるのみです。
　

近鉄斎宮駅

大仏山

北野遺跡

上村池 B遺跡

大仏山（長岡遺跡周辺）
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明和町文化財解説シート

  先人が残した小さな足跡　～旧石器時代編～

〈明和に残る最古の遺跡〉
　明和町に残る人間の活動の痕跡で、最も古いものが旧石器時代の石
器です。上野にある曽祢崎遺跡から出土した石器は、形の特徴から三
重県内でも特に古い後期旧石器時代Ⅲ期のものである可能性が指摘さ
れています。Ⅲ期は今から約３万年前から2万5千年前の時期にさかの
ぼります。

　

〈石器に使われる石〉
　石器とは石を割ったり削ったりして作られた道具で、とても原始的なものです。しかし、石器の
製作には決まった種類の石材を使用し、作り方も決まった方法で作られます。
　三重県内で、旧石器時代に使用された石材として主流なものは、堆積岩の一種であるチャートで
す。チャートは割れるとガラスのように鋭い割れ口となるため、石器の石材に適していました。ほ
かの地域を見ると、ガラス質の火山岩である黒曜石、サヌカイトなどが多いですが三重県はこれら
の産地から離れており、身近に入手できるチャートが利用されていました。
　
　

〈ナイフ形石器〉
　後期旧石器時代に使われた石器の中で
代表的なものが、ナイフ形石器です。こ
のナイフ形石器も地域により作り方や形
が異ります。三重県は関東地方を中心に
分布する茂呂型ナイフ形石器が使われて
おり、分布圏の最西端になります。
　茂呂型ナイフ形石器は縦向きに割り出
した剥片を材料にし、刃部となる一辺だ
けを残して刃を潰すように加工して持ち
やすいような形に仕上げています。

〈旧石器時代の時期区分〉
　日本での旧石器時代は後期旧石器に当た
ります。この時代は石器の形や地層からⅠ
～Ⅴ期に分かれます。
　三重県ではⅢ期から遺跡が出現し、角錐
状石器やナイフ形石器が使われました。Ⅳ
期では遺跡が増え、小型の茂呂型ナイフ形
石器が使われます。Ⅴ期では押圧剥離とい
う技術で作られた石刃が使われるようにな
ります。
　気候や技術の発達に伴い石器の形状など
が変化します。寒冷な時期には革の使用に
伴い掻器が発達しました。また、石刃は少
ない石材量で使用できる石器として普及し
ました。

チャート　　　　　　　　　黒曜石　　　　　　　　　サヌカイト

〈石器の種類〉
　旧石器時代にはナイフ形石器以外にも様々な用途に合わせた様々な石器が存在します。
・掻　　　器…円形の刃をつけた石器。掻きとったり、皮をなめすのに使われた。
・削　　　器…縁辺に刃をつけた石器。削るのに使われた。
・細　石　刃…押圧剥離によって作られた剥片石器。木の柄に溝を彫り、並べてつけて使用した。
・角錐状石器…厚手で角錐状となる石器。槍として使用した。
・尖　頭　器…柳葉形や木葉形などと呼ばれる形をしている。槍として使用した。
・台　　　石…石器の製作時に使用される台となる石。石皿と呼ばれる食料の加工用の石器もある。
　

〈旧石器の発見〉
　明和町ではナイフ形石器などの資料が多くあります。これらの資料は発
掘調査により出土した例もありますが、ほとんどが表採資料です。表採資
料は踏査によって発見されてきました。踏査とは、地表に落ちている遺物
をみつけ、その地点をデータ化することで遺跡の存在や範囲を推定する調
査方法です。町内では町で行った遺跡分布調査や個人による調査などが過
去に行われてきました。町の南部にある丘陵地に点在する旧石器の遺跡の
多くは、ひたすら地面を見ながら歩き、その小さな遺物を見つけていくと
いう地道な調査によりわかってきたことなのです。〈参考資料〉・三重県埋蔵文化財センター『曽根崎遺跡（第 2次）・曽根崎古墳群』1997　

　　　　　・三重県埋蔵文化財センター『コドノＡ遺跡・コドノＢ遺跡（第１次）発掘調査報告書』1998
　　　　　・三重県『三重県史　資料編　考古１』2005　　・明和町『明和町史　史料編第 1巻ー自然・考古ー』2004
〈発行〉　明和町斎宮跡・文化観光課（三重県多気郡明和町大字馬之上 945 番地）初版　　『先人が残した小さな足跡 ー明和町の旧石器・縄文時代ー』解説シート
　　　　電話：0596－52－7126　FAX：0596－52－7133　E-mail：saikuuato@town.mie-meiwa.lg.jp　　　　　　　　　　　　令和６年７月 13 日～８月 25 日

昭和 57 年に上村池Ａ遺跡で表採
されたナイフ形石器

後期旧石器時代の石器の変化（番号は裏面参照）
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曽祢崎遺跡出土（三重県埋蔵文化財センター蔵）

細石刃

茂呂型

国府型

九州型

杉久保型
東山型

ナイフ形石器の分布 約3万年前

約４万年前

土器の出現
神子柴型石器

石刃

小型化した茂呂型
ナイフ形石器

角錐状石器
茂呂型ナイフ形石器

ナイフ形石器

台形石器
局部磨製石器

Ⅲ期

Ⅳ期

Ⅴ期

Ⅱ期

Ⅰ期

約２万５千年前

約1万５千年前

遺跡なし

縄文時代
草創期

姶良丹沢火山灰

遺跡なし
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①上村池Ｂ

②上村池Ａ

刃潰し加工

刃部

茂呂型ナイフ形石器
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